
パネルディスカッション

『子どもが語る・親が語る』
～不登校の体験、そして考えたこと～

全国で 12 万人と言われる不登校の子どもたち。学校をはじめ、様々な団体が
長年、対策に取り組んでいるにもかかわらず、たくさんの子どもたちが学校に
背を向けるのはなぜでしょうか？
私たちはもっと子どもたちの声を真摯に聴くことから始める必要があるので

はないでしょうか？学校外の学びについても話してもらいます。
今回は不登校当事者、ＯＢ・ＯＧ、親の皆さんに経験を話していただき、不登
校への理解と対応について参加者の方々と一緒に考え合いたいと思います。
一人で悩んでいらっしゃる方、ご家族の方、先生、関心のある方、ぜひお越

しください。

場　所：松江市民活動センター
（スティックビル）501・502 研修室

資料代：500 円（子ども無料）
主　催：松江不登校を考える会「カタクリの会」

パネラー /子ども２人・親２人（予定）

後援団体：島根県教育委員会　松江市教育委員会　
山陰中央新報社　朝日新聞松江総局　毎日新聞松江支局　中国新聞社　産経新聞松江支局　ＢＳＳ山陰放送　読売新聞松江支局

問合せ先：090-7773-7917（アゴウ）
 E-mail：ago123@freedas.org

2017 年６/18（日）
14:00 ～ 16:30
（開場 13:30）

イラスト：ユータ



Ａさん（体験者）
いじめられていたが、友達の輪に入ろうと
した。でも、どうしても受け入れてもらえ
ず、休み時間はいつも居場所がなかった。
再び学校に行けなくなると親は「あー」と
落胆の表情を見せる。「行かなくてもいい」
と言ってても「行って欲しい」と顔が訴え
ていた。先生に助けを求めたら「先生にチ
クった」とさらにいじめられ、それから先
生に話すこともなかった。

体 験 者 の 声・ 親 の 声

Ｏさん（親）
これまで大人たちは不登校について勝
手に語ってきたが、ゆっくり休み、少
し落ち着いてきた子どもが自分の言葉
で語るのを聞いて、大人たちへの告発
だと感じた。子どもたちの声をありの
ままに聞き、理解しようと努力するこ
とから道が開けるのではないか。

Y・Sさん（親）
以前に比べて我が家は実に穏やかだ。子どもたちは、楽しいことがあるとすぐ
私を呼ぶ。私は仕事の手を休め、あたふたと駆け付け、子どもたちと時を共有
する。それは、ほんの些細なことである。3 人の我が子と今も共に感動する時
間を持てることをうれしいと思う。いつになったら親元を離れるのか、いつに
なったら自立するのかなど、先のことを不安がってばかりいてもはじまらない。
親がいつもそのように不安にかられていたら子どもは安心して家に居られない
のではないか。安心していられる場所がない限り、心細くて不安で、一歩も踏
み出せないと思うのだ。子どもたちと過ごせる時を、心から楽しんで生きたい
と思っている。　
ブックレット「ひきこもり・閉じこもりは問題か？家族の手記」より


